
様式－２８
「営繕工事事業用電気工作物電気作業総合計画書」の承諾申請書
　　　　　施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上記施設の電気工作物について、別添総合計画書のとおり電気作業についての全体計画書を作成しましたので、営繕工事事業用電気工作物保安規程細則第15条の規定に基づき承諾の申請をします。

　年　月　日

会社名　　統括電気保安技術者　　氏　名  
現場代理人　　　　　　氏　名　
会社名　　電気保安技術者　　　　氏　名　
現場代理人　　　　　　氏　名　
：
会社名　　　　　：
　総括監督員

氏　　　名  　　殿

　　上記電気作業総合計画について承諾したので、通知します。

　年　月　日

  会社名　　統括電気保安技術者　　　氏　名  
　　　　　　現場代理人　　　　　　　氏　名　
　会社名　　電気保安技術者　　　　　氏　名  
　　　　　　現場代理人　　　　　　　氏　名　
              　  ：
  会社名　　　　　：                         　殿

総括監督員

                                                             氏　　名  　
	 総　括　監　督　員
	補佐又は技術課長

	
	


	営繕工事事業用電気工作物
電気作業総合計画書



　　　　施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　施設場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　主任

　技術者
	主任技術

者補助
	　 工事担当技術者
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	統括電気保安技術者
	    電 気 保 安 技 術 者
	         現 場 代 理 人

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


１．建物（工事）概要
	  所在地
	

	  敷地面積
	

	  建物構造・規模等

　建築面積・延べ面積
	

	  用途
	

	  工事名及び施工者


	  ○○建築工事              △△㈱

  ○○電気設備工事　　　　　□□㈱

　○○機械設備工事          ☆☆㈱



	  発注者
	  国土交通省関東地方整備局営繕部

	　設計
	  関東地方整備局営繕部、 ○△設計㈱

	  施工監理
	  ○□営繕事務所、□▽㈱

	
	


２．施設の電気工作物概要
	 　想定契約電力

　　及び契約種別 
	

	  電力供給事業者   （電力供給変電所） 
  受電予定日       
	         　年　　月　　日

	受

変

電

設

備


	受電電圧等

区分開閉器

主遮断装置

設備容量

変圧器

コンデンサ 
その他


	　　　　　V     Hz

             開閉器

       kVA

　　相　　kVA×　　相　　kVA×　　  
  　相　　kVA×　　相　　kVA×　　

 　       kvar ×　　　リアクタンス  %

  回路電圧　　　V



	発  電  設  備


	 形式

運転形態による分類

発電機

原動機

燃料

その他
	　　相　　線　　　V   Hz    kVA  力率  %

  種別　　　kw     　式始動　　　式冷却

  種別      主燃料槽　　　l   　



	　

そ

の

他　


	


３．実施体制表
３．１　電気作業体制表

電気作業総合体制表
                              （注　関東地方整備局営繕工事事業用電気工作物保安規程が適用されている場合）
	 　主任技術者



	

	 主任技術者補助



	

	           工事担当技術者



	   関東地方整備局

   受注者
	

	
	

	統括電気保安技術者



	

	　　　　　電気保安技術者



	

	                      

	安全管理責任者


	               
	作業責任者




３．２　試験・検査作業体制

　　　３．１と同表又は別表にて記述。

３．３　緊急連絡時体制

　　　３．１と同表又は別表にて記述。

４．必要書類
　　電気作業計画において必要となる書類等一覧を作成する。

　　　（例）　・営繕工事事業用電気工作物保安規程及び細則

　　　　　　　・契約図書

　　　　　　　・主任技術者選任又は解任届　・法令図書

　　　　　　　・各種計算書　　　　　　　　・工事試験成績書

５．電気作業
５．１　電気作業総合工程

　　　受電前の試験調整から完成検査までの電気作業の工程表を作成する。

　　　

５．２　計画最大電力等

　　　電気作業に必要な計画電力量を、用途毎に記述する。

　　　契約電力が最小になるように調整を行う。

　　　（用途例） 
　　　　　　　 ・空調設備試運転　

               ・自動ドア動作確認　

　　　　　　　 ・中央監視試運転調整　等

５．３　保護継電器の整定

保護継電器（地絡、過電流）の保護協調曲線を作成する。

５．４　作業計画の遵守

　　　作業計画を実行するにあたり工事関係者に周知する方法について記載する。

      （例）　・受電一ヶ月前に別紙に記載する内容で保安規程第9条に規定する保安　　　　　　　　訓練を行う

５．５　本受電後の電気工作物の保安について

　　　本受電前後の作業についての取り決め書を作成する。

　

６．巡視・点検・記録
　　　本受電後の保守点検は、日常点検・日常順試運転についてその点検方法、周期、点検項目について点検対象機器ごとに定め計画する。

７．記録の保管（文書及び試験データ管理）
　　　発注者に引き渡すまでの請負者における関係書類、文書管理方法を記述する。
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